



Self-care Support for Survival Citizens: 
Awareness of Disaster Prevention and Coping According to Age and Consultation 
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年齢により59歳以下(社年群. n = 560. 42.2%)、60歳
から79歳(前期高齢者群. n =606. 45.7%)、80歳以上
大阪市立大学看護学雑誌 第9巻 (2013.3)
(後期高齢者群. n = 135. 10.2%)の3群に分け、災害
に対する意識と医療面への対処力を分析した。さらに、
現在医療機関を受診している対象を受診群として分析し













項目 カテゴリー 知っている 知らない χ 2 
59歳以下 50 506 47.74*** 
災害時に受診できる医療機関を知っ 60~79歳 100 497 
ている
80歳以上 41 85 
項目 カテゴリー できる まあできる あまりでき できない χ 2 ない
心肺蘇生法を実施できる 59歳以下 75 113 148 222 40. 16*** 
60~79歳 38 85 153 320 
80歳以上 6 21 25 71 
自分の健康状態を他人に説明できる 59歳以下 260 177 86 17 n. S 60~79歳 223 218 81 23 
80歳以上 50 37 25 4 
自分の治療中の診断名が言える 59歳以下 125 98 21 12 n. S 60~79歳 206 169 42 12 
80歳以上 39 50 15 5 
59歳以下家族の治療中の診断名が言える 102 111 52 37 13.69* 60~79歳 102 164 87 35 
80歳以上 16 29 19 13 
自分の服薬名が言える 59歳以下 77 74 51 58 n. S 
60~79歳 88 134 111 98 
80歳以上 22 37 31 22 
家族の服薬名が言える 59歳以下 232 187 97 18 n. S 
60~79歳 213 190 82 29 
80歳以上 34 33 25 3 
服薬中の薬を持参して避難できる 59歳以下 47 70 80 84 21. 13** 
60~79歳 85 151 109 99 

















災害時に受診できる医療機関を知っ 59歳以下 I 13 82 17.04*料
ている 60~79歳 I 49 229 
80歳以上 I 29 50 



































































































































知っている 知らない χ 2 知っている 知らない χ 2 
肺炎 59歳以下 190 220 7.49* 29 36 n. S 
60~79歳 205 209 100 102 
80歳以上 51 30 29 21 
インフノレエンザ 59歳以下 348 62 8. 16* 54 11 n. S 
60~79歳 321 93 154 48 
80歳以上 69 12 44 6 
流行'性結膜炎 59歳以下 156 254 n. S 17 48 n. S 
60~79歳 156 258 78 124 
80歳以上 37 44 22 28 
急性胃腸炎 59歳以下 220 190 n. S 30 35 n. S 
60~79歳 234 180 102 100 
80歳以上 45 36 25 25 
男F謀罪 59歳以下 75 335 n. S 6 59 n. S 
60~79歳 63 351 30 172 
80歳以上 17 64 11 39 
深部静脈血栓症 59歳以下 282 128 67.48キキ* 42 23 20.65*** 
60~79歳 203 211 95 107 
80歳以上 20 61 11 39 
破傷風 59歳以下 141 269 n. S 15 50 n. S 
60~79歳 139 275 68 134 
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看護からの提言一， 日本災害看護学雑誌 2.2-7. 
